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成果の概要 
工学研究科 材料工学専攻  
助教 和氣 剛 
 
学会：第 11 回強磁場研究に関する国際会議(RHMF2015) 
会場：フランス・グルノーブル・Maison MINATEC 
会期：2015/07/01〜2015/07/04 
 
学会の概要 
 強磁場研究に関する国際会議(RHMF)は、磁性に関する国際会議(ICM)のサテライト

会議として 3 年に 1 度行われており、今回で第 11 回目である。会場はフランス・グル

ノーブルにある定常強磁場施設近隣で、会議は施設及び近隣の研究所及び大学の研究

者らにより運営された。参加者はアメリカ、ドイツ、フランス、日本、中国等にある

強磁場研究施設の研究者及びその施設の利用者が中心であった。施設所属者からは強

磁場発生技術及び共同利用設備の最新の状況説明、また利用者からはそれらを使った

最新の研究について報告があり、口頭発表(43 件)及びポスター発表(100 件)がなされた。

本会議で議論された強磁場は主に磁性及び電子物性研究用途であったが、中には、高

エネルギー研究及び高分解能核磁気共鳴用の磁場発生技術に関する発表もあった。 
 
発表内容 
 申請者はユーザー側の立場で強磁場共同利用装置を用いた物性研究を行っている。

今回は東京大学物性研究所で共同利用に供されている非破壊型パルス強磁場発生装置

を用いて行った、遍歴電子磁性体 Fe3Mo3N の遍歴電子メタ磁性転移に関する報告を行

った。遍歴電子メタ磁性転移は、常磁性体が磁場中で強磁性へ転移する現象であり、

観測には強磁場実験技術が欠かせない。従来遍歴電子メタ磁性転移は、ランダウの自

由エネルギーで磁化の 6 次の項まで取り入れたものにより記述され、その発生条件は

各項の係数により決まると考えられていた。実際多くの弱強磁性体では実験的に得ら

れる磁場中相図は、この自由エネルギーで記述できる。しかしながら、申請者が

Fe3Mo3N 及びその Co 置換体において、詳細に磁化過程などを検討したところ、高磁

場側の磁化過程が、常磁性状態と同一の自由エネルギーでは記述し得ないことが明ら

かとなった。また得られた磁場中相図は、従来のものとは異なり、ゼロ磁場で観測さ

れる強磁性相と、磁場中の強磁性相が分離していることも明らかにした。それぞれの

相でスピンのゆらぎのスペクトルを評価した所、明らかにこれらの相でスペクトルが

異なることも示すことが出来た。 
 



その他 
 本会議では、強磁場施設側の立場の発表とユーザー側からの発表が相互に見られ、

強磁場研究を概観することができた。現在進行中の磁場発生技術及びそれを利用した

物性測定技術の状況報告的な発表は、装置開発者の創意工夫が感じられ、参考になる

部分も多かった。特にパルス強磁場を用いた各種物性測定では、数ミリ秒の間に起こ

る現象を測定するため、測定には困難が伴うため、定常磁場を用いた測定とは異なる

特殊なテクニックが用いられており興味が持たれた。測定手法の開発は時間がかかり、

投稿論文として中間報告などは出ないので、実際に開発している人とディスカッショ

ンが出来、非常に良い機会に恵まれた。 
 また、本国際研究集会では、発表中だけではなく、その後のコーヒーブレイクや食

事の時になど直接研究者に会って、議論する機会が得られ非常に有意義であった。参

加への支援が得られたことに感謝したい。 


